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� はじめに

航空産業の規制緩和以降�運賃の自由化や需要調整規制
の完全撤廃など� 航空業界は本格的な自由競争の時代を迎
えた．����年�月のアメリカでの同時多発テロ以降の数年
間は� 一時的に航空需要が減退したものの����年以降は
世界景気にも支えられて再び拡大している．しかし日本
においての航空輸送産業は低利益率の産業と言われてい
る．各航空会社にとっていかに損失を受けずに利益を最
大化させるかは，解決しなければならない非常に重要な
問題である．本論文では，普通客の�クラスからなる場合
と，普通客，割引客の�クラスからなる場合を定式化し，
期待収益が最大になるように分析をおこなう．

� �クラスにおける航空機座席管理モデル

��� モデルの説明

本章では客のキャンセルに対抗するためのオーバーブッ
キングにおける普通客の�クラスからなる，飛行機一機当
たりの総座席割り当て数による期待収益を最大にするよ
うな予約対策を考察する．

��� �クラスの記号と仮説

� ��普通クラスの総座席割り当て数

� ���航空券の一人分の料金

� ��予約受け入れ限度数

� 予約した客がキャンセルすることを見越して，総座
席よりも多く予約を受け入れなければならない．つ
まり� � �となる必要がある

� � �予約した客は独立に同一の確率� でもってその予
約を確認するものとする．

� 一度予約確認を入れた予約客は，その予約を取り消
さないものとする．

� ���飛行機の離陸時においてオーバーブッキングが発
生したならば，一人あたり��の罰金を支払わなけれ
ばならないとする．

� キャンセルした客（�－�（�）人）は，料金に対して
０＜�＜�の割合でペナルティーを支払わなければな
らないものとする（航空会社にとって���	���	�



の収益）

� �席の座席が予約されたならば，�（�） ���
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��� は確認を入れた客の数

を表す確率変数であり，明らかに�	�
は二項分布
にしたがう．

��� 予約から離陸までの流れ

�� 予約を最大�人まで受け付ける．

�� 予約の確認または，キャンセルがある．（実際の乗客
数が�（�）人となる．）

�� 予約確認の数に応じて�通りの収益が発生する．
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��� モデル�の定式化

�個の座席数が利用可能であって�人の予約を受け入れ
たときの収益を�	�，�
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となる� よってこのときの期待収益 	�（�，�）は
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となり，期待収益	�（�，�）を最大にする最適な予約受け
入れ限度数��を求める�
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となる．このとき期待収益	�	���
は最大となり，それ
を解析する．



� �クラスにおける航空機座席管理モデル

��� �クラスにおけるモデルの説明

本章では普通客と割引客の�クラスからなる，飛行機一
機当たりの総座席割り当て数による期待収益を最大にす
るような予約対策を考察する．

��� �クラスの記号と仮説

� ��普通客と割引客の総座席割り当て数

� ���普通客の航空券の一人分の料金

� ���割引客の航空券の一人分の料金

�  �普通客の予約受け入れ限度数

� ��割引客の予約受け入れ限度数

� オーバーブッキングする場合は �� � �とする

� � �予約した普通客は独立に同一の確率� でもってそ
の予約を確認するものとする．

� ��予約した割引客は独立に同一の確率� でもってそ
の予約を確認するものとする．

� 一度予約確認を入れた予約客は，その予約を取り消
さないものとする．

� ���飛行機の離陸時においてオーバーブッキングが発
生したならば，一人あたり��の罰金を支払わなけれ
ばならないとする．割引客においては，普通客の料
金＋��を支払う．

� キャンセルした客は，料金に対して０＜�＜�の割合
でペナルティーを支払わなければならないものとする

� 確率変数はモデル�と同じ二項分布を用いる

��� �クラスの定式化

�個の座席が利用可能であり	 ��
人の予約を受け入
れたときの収益を�	，�
とすれば，�	，�
は　

�	，�
 � ����	�
 � ����	 


����	� ���	�

 ����	 ���	 



�	�� � ��
	��	�
 ���	 
� �
� 	�


となる．��	�
，��	 
は二項分布に従うので

	��	�
 �
��
���




�
�




�
��	�� �
��� � ��

	��	 
 �

��
���

�

�


�

�
��	�� �
��� � �

となる�このときの期待収益	�（，�）は
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となり，期待収益	�	，�
を最大にする最適な予約受け
入れ数��を求める．
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よって最適な予約受け入れ数��が求められる．次に期待
収益	�	，�
を最大にする最適な予約受け入れ数 �を
求める�
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よって，	�
式と	�
式より期待収益	�	，�
が最大とな
る最適な予約受け入れ数��， �を解析する．

� おわりに

�クラスの期待収益では最大となる受け入れ限度数が�

つあるので�まず普通客の期待収益が最大となるような予
約受け入れ限度数を求め� 次に割引客の期待収益が最大と
なるような予約受け入れ限度数を求めた．そして普通客
と割引客の予約受け入れ数と期待収益の関係は割引客の
乗客率に対して普通客の割合が多ければ多いほど期待収
益が高くなることが分かった．
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